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【課題の概要】 
本研究は、心筋細胞の老化・不全化における p53 シグナル

活性化の重要性に注目して、心筋細胞において DNA 損傷が

生じる機序や p53 シグナルが心筋機能を破綻させる機序、心

筋リプログラミングの機序、心筋不全の病的意義などについ

て、マルチオミックス解析システムやゲノム編集技術を用い

て解明することを目指す。 

【学術的意義、期待される研究成果等】 
心筋不全の本質について p53 シグナル活性化という視点か

ら解明することを目指す独創性が高い研究であり、高い学術

的意義を有している。 
また、超高齢社会において心不全は急増しており、本研究

の成果として期待される心筋機能破綻メカニズムの解明や、

その成果を基盤にした治療法開発は医療上、社会上の課題解

決に貢献することが期待される。 
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